
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
五
回
） 

「
大
化
改
新
発
祥
地
・
談
山

た
ん
ざ
ん

神
社
」 

吾 わ
れ

は
も
や 
安
見
児

や

す

み

こ

得 え

た
り 

皆
人

み
な
ひ
と

の 

得 え

か
て
に

す
と
ふ 

安
見
児
得
た
り
。
作
者 

藤
原
鎌
足
（
巻
二―

九
五
） 

（
解
説
）
私
は
ま
あ
安
見
児
を
得
た
。
皆
の
人
が
手
に
い
れ
か
ね
る
と
い
ふ
安
見

児
を
得
た
こ
と
だ
。 

① 

題
詞
に
は
「
内
大
臣
（
う
ち
の
お
ほ
へ
つ
き
み
）
藤
原
郷
、
采
女

う

ね

め

安
見
児

や

す

み

こ

を
娶 め

と

る
時
に
作
る
歌
一
首
」
と
な
っ
て
い
る
。 

② 

題
詞
に
あ
る
「
采
女
」
は
古
代
以
来
、
天
皇
の
お
そ
ば
に
仕
え
て
御
食
事
の
世

話
な
ど
雑
事
に
携
わ
っ
た
宮
中
の
女
官
の
こ
と
。 

③ 

「
安
見
児
」
は
そ
の
采
女
の
名
。
伝
不
詳
。 

④ 

臣
下
と
の
結
婚
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
采
女
を
、
藤
原
鎌
足
だ
け
が
妻
と
な
し
え

た
喜
び
を
誇
示
し
た
宴
歌
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。 

⑤ 

こ
の
歌
の
作
者
・
藤
原
鎌
足
公
は
飛
鳥
地
方
の
東
方
に
そ
び
え
る
多
武

と

う

の

峰 み
ね

の
山

中
に
た
た
ず
む
談
山
神
社
（
現
・
奈
良
県
桜
井
市
多
武
峰
）。
の
御
祭
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

⑥ 

談
山
神
社
の
本
殿
裏
山
の

談
か
た
ら
い

山 や
ま

に
お
い
て
中
臣

な
か
と
み
の

鎌
子
連

か
ま
こ
の
む
ら
じ

（
後
の
藤
原
鎌

足
）
と
中
大
兄
皇
子

な
か
つ
お
お
え
の
み
こ

（
後
の
天
智

て

ん

じ

天
皇

て
ん
の
う

）
は
極
秘
に
当
時
権
力
を
握
っ
て
い
た



蘇
我
入
鹿

そ

が

の

い

る

か

暗
殺
の
計
画
を
練
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
皇
極
天
皇
４
（
６
４
５
）

年
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
当
時
の
豪
族
を
中
心
と
し
た
政
治
か
ら
天
皇
中
心

の
政
治
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
大
化
の
改
新
を
断
行
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
地
は
「
大
化
の
改
新
談
合
の
地
」
と
伝
え
ら
れ
、
社
号
の

起
こ
り
と
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
）
日
本
古
典
文
学
大
系
、
澤
潟
久
孝
「
万
葉
集
注
釈
」、
新
著
日
本
古
典
集
成
等 

（
写
生
地
）
境
内
に
建
つ
十
三
重
塔
は
藤
原
鎌
足
を
弔
う
た
め
藤
原
鎌
足
公
の

長
子
が
飛
鳥
時
代
の
６
７
８
年
に
建
立
し
た
。
現
存
し
て
い
る
建
物
は
室
町
時

代
の
１
５
３
２
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
木
造
十
三
重
塔
と
し
て
は
世
界
唯

一
の
貴
重
な
建
造
物
で
あ
り
談
山
神
社
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
の
十
三
重
塔

と
背
景
に
談
山
を
描
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
池
田
杏
花
） 

 

 


